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村
山　

最
優
先
す
べ
き
市
政
の
課

題
は
ご
み
問
題
。
進
捗
状
況
を
議
会

や
市
民
に
も
頻
繁
に
知
ら
せ
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
昨
年
３
月
に
策
定
し
た

第
４
次
基
本
構
想
・
前
期
基
本
計
画

「
小
金
井
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ン
」と「
第

３
次
行
財
政
改
革
大
綱
」
の
何
か
ら

着
手
す
る
つ
も
り
な
の
か
。

　

市
長　

プ
ラ
ン
は
実
施
計
画
に
沿

っ
て
行
う
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

の
た
め
大
綱
に
示
さ
れ
て
い
る　

項
７７

目
の
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
く
。

　

鈴
木　

虚
子
ど
も
元
気
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
構
想
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

許
子
育
て
世
代
が
夢
を
実
感
で
き
る

施
策
と
し
て
、
駅
前
に
保
育
園
の
送

迎
拠
点
を
作
る
研
究
を
進
め
な
い
か
。

　

市
長　

虚
選
挙
公
約
の
大
き
な
１

つ
。
子
育
て
関
連
施
設
、
食
育
、
発

達
障
が
い
支
援
の
充
実
も
視
野
に
入

れ
て
サ
ー
ビ
ス
充
実
の
積
極
的
な
広

報
を
行
っ
て
い
く
。
許
私
も
か
ね
て

か
ら
そ
う
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る
。

ア
イ
デ
ア
と
し
て
参
考
に
さ
せ
て
い

民

主

党

・

社

民

ク

ラ

ブ

た
だ
く
。

　

宮
崎　

ま
ち
づ
く
り
は
、
現
経
済

情
勢
下
で
は
全
て
を
同
時
に
行
え
な

い
た
め
、
選
択
と
集
中
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
優
先
順
位
を
ど

う
考
え
る
か
。
ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く

運
用
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
ど
う
す
る

か
。

　

市
長　

都
市
計
画
道
路
や
東
小
金

井
駅
北
口
区
画
整
理
等
、
現
在
手
掛

け
て
い
る
も
の
を
優
先
す
べ
き
と
考

え
る
。
市
の
責
務
と
し
て
は
ハ
ー
ド

整
備
で
完
了
と
考
え
て
い
る
が
、
商

工
会
等
と
連
携
し
な
が
ら
商
工
振
興

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

　

武
井　

虚
二
枚
橋
跡
地
を
基
本
に

ご
み
処
理
施
設
を
建
設
す
る
市
の
方

針
だ
っ
た
が
２
月　

日
調
布
市
長
が

２４

調
布
市
所
有
分
に
リ
サ
イ
ク
ル
機
能

を
も
っ
た
事
務
所
を
建
設
す
る
と
表

明
し
た
こ
と
で
当
地
で
の
建
設
は
困

難
だ
。
許
他
の
グ
ル
ー
プ
入
り
も
含

め
年
内
中
に
新
方
針
を
示
さ
な
い
か
。

　

市
長　

虚
年
度
内
に
国
分
寺
市
と

話
し
合
い
を
持
ち
た
い
。
許
年
度
内

に
新
し
い
方
針
を
示
し
た
い
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
子
供
会
活
動
等
地

域
ぐ
る
み
の
子
育
て
か
ら
。

　

市
長　

漁
挨
拶
運
動
を
広
げ
、
取

り
組
み
た
い
。
禦
町
会
自
治
会
子
供

会
等
を
活
性
化
す
る
方
法
を
考
え
る
。

　

小
林　

魚
芸
術
と
文
化
の
拠
点
を

一
体
と
し
た
街
づ
く
り
や
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
な
い
か
。
亨
小
金

井
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
決
定
か
ら

多
く
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
参

加
者
が
大
変
に
少
な
い
。
平
和
に
対

す
る
思
い
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に

も
意
識
啓
発
と
し
て
、「
平
和
子
ど

も
サ
ミ
ッ
ト　

小
金
井
」
を
行
わ
な

ｉｎ

い
か
。

　

市
長　

魚
素
晴
ら
し
い
小
金
井
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

亨
少
し
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

宮
下　

享
幸
せ
な
加
齢
の
五
条
件

と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。「
栄
養
・
運

動
・
社
会
へ
の
参
加
・
新
し
い
も
の

へ
の
オ
ー
プ
ン
な
姿
勢
・
前
向
き
思

考
」
と
い
っ
た
角
度
か
ら
高
齢
者
へ

の
施
策
を
再
確
認
し
な
い
か
。
京
行

革
大
綱
へ
の
姿
勢
を
問
う
。

　

市
長　

享
高
齢
者
が
、
も
っ
て
い

る
知
識
や
経
験
、
技
術
の
発
表
で
き

る
場
を
作
り
、
社
会
参
加
で
き
る
機

会
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
京

外
部
有
識
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

行
政
の
改
善
を
し
て
い
く
。

 　

紀　

ま
ず
可
燃
ご
み
の
広
域
支
援

先
・
最
終
処
分
場
の
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
る
。
虚
ご
み
処
理
問
題
の
解

決
を　

月
ま
で
に
示
せ
。
許
ご
み
減

１２

量
施
策
と
啓
発
の
更
な
る
推
進
（
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
活
用
）。
距
集
合
住
宅
に
太

陽
光
発
電
の
取
組
の
拡
充
を
。
鋸
復

興
支
援
（
都
が
助
成
す
る
福
島
ツ
ア

ー
を
市
報
で
周
知
し
な
い
か
）。

　

市
長　

虚
早
く
解
決
す
る
努
力
は

小
金
井
市
議
会

公

明

党

必
要
だ
が
、
今
、　

月
と
言
え
る
根

１２

拠
は
な
い
。
許
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
出

前
授
業
を
実
施
す
る
。
距
進
め
て
い

き
た
い
。
鋸
市
報
に
掲
載
す
る
。

　

渡
辺　

小
金
井
を
安
全
安
心
の
街

に
す
る
た
め
、
町
会
や
自
治
会
等
を

基
盤
に
地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
を
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

漁
市
民
協
働
を
広
く
浸
透
さ
せ
、
支

え
合
い
の
心
を
防
犯
防
災
に
活
か
す

べ
き
。
挨
拶
は
交
流
の
第
一
歩
。
挨

拶
通
り
な
ど
地
域
ぐ
る
み
の
運
動
に

取
り
組
ま
な
い
か
。
禦
子
供
元
気
プ

だ
。
許
分
別
し
て
収
集
、
こ
れ
自
体

が
非
常
に
難
し
い
話
で
あ
る
。

　

青
木　

国
民
健
康
保
険
税　

・
３

２０

７
％
、
介
護
保
険
料　

％
の
大
幅
な

３３

値
上
げ
が
行
わ
れ
れ
ば
、
市
民
の
家

計
を
直
撃
す
る
。
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
に
つ
い
て
、
協
定
違
反
を
し
た
Ｕ

Ｒ
の
責
任
を
追
及
し
取
得
価
格
を
大

幅
値
下
げ
を
さ
せ
て
い
れ
ば
、
一
般

会
計
繰
出
金
を
増
額
し
て
こ
の
よ
う

な
保
険
税
、
保
険
料
の
大
幅
値
上
げ

は
回
避
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

特
別
会
計
は
独
立
採
算
が

基
本
で
あ
る
。
最
終
的
な
値
段
を
つ

け
る
に
当
た
っ
て
は
、
不
動
産
鑑
定

等
で
公
正
に
や
っ
て
き
た
の
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
に
伝
え
た
。
許
市
民
が
何
を
今
、

期
待
し
て
い
る
の
か
を
把
握
し
て
市

政
を
進
め
る
の
は
当
然
。

　

片
山　

虚
原
発
に
依
存
し
な
い
小

金
井
を
実
現
す
る
た
め
に
、
開
発
な

ど
に
か
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
を
縮

小
、
電
力
自
由
化
と
グ
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
購
入
を
拡
大
し
、
放
射
能
不

安
の
な
い
持
続
可
能
な
社
会
を
作
る

べ
き
で
は
。　

年
間
活
動
し
て
き
た

２１

放
射
能
測
定
室
の
評
価
と
老
朽
化
し

た
測
定
器
の
買
い
替
え
は
。
許
市
民

協
働
の
あ
り
方
等
検
討
委
員
会
の
答

申
を
ど
う
活
か
す
か
。
協
働
推
進
条

例
の
制
定
が
必
要
で
は
。

　

市
長　

虚
震
災
・
原
発
事
故
を
ふ

ま
え
て
、
考
え
方
を
改
め
生
活
様
式

も
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
に
少

し
ず
つ
舵
が
切
ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

測
定
室
の
活
動
に
は
感
謝
す
る
。
市

民
の
期
待
も
あ
る
と
は
思
う
が
今
の

機
械
を
長
く
使
っ
て
ほ
し
い
。
許
市

民
参
加
と
協
働
、
公
民
連
携
が
市
政

運
営
の
大
き
な
柱
。
答
申
を
見
て
考

え
る
。

　

渡
辺　

虚
稲
葉
市
長
は
、
こ
の
任

期
が
終
わ
る
と
５
回
目
の
退
職
金
を

受
け
取
る
こ
と
に
な
る
が
、
八
王
子

市
長
や
国
立
市
長
と
同
様
、
受
け
取

ら
な
い
措
置
を
講
じ
て
は
ど
う
か
。

許
生
ご
み
は
分
別
収
集
し
て
別
途
処

理
す
る
。
そ
う
す
る
だ
け
で
も
燃
や

す
ご
み
は
大
幅
に
減
る
。
早
急
に
取

り
組
ま
な
い
か
。

　

市
長　

虚
や
め
る
時
に
決
め
る
話

 　

漢
人　
「
新
し
い
市
政
」を
求
め
る

市
民
の
思
い
に
応
え
る
市
政
運
営
を
。

虚
稲
葉
市
長
は
前
市
長
辞
職
の
経
過

に
関
与
し
た
の
か
。
許
昨
年
４
月
の

市
長
選
挙
で
は
非
稲
葉
票
が
稲
葉
票

を
９
千
票
以
上
上
回
り
、　

月
に
は

１２

稲
葉
票
は
更
に
２
千
票
減
、
絶
対
得

票
率
は　

％
と
な
っ
た
。
こ
の
市
民

１５

の
思
い
を
市
政
に
反
映
す
る
べ
き
だ
。

　

市
長　

虚
佐
藤
前
市
長
と
議
会
は

違
う
と
い
う
意
思
表
示
が
欲
し
い
と

み

ど

り

・

市

民

ネ

ッ

ト

 　

中
山　

平
成　

年
度
の
可
燃
ご
み

２４

処
理
は
、
全
量
分
確
実
に
確
保
で
き

て
い
な
い
が
、
残
余
分
の
対
策
は
。

　

市
長　

平
成　

年
度
ご
支
援
い
た

２３

だ
い
た
所
に
非
常
に
熱
心
に
依
頼
し

て
い
る
。
遅
滞
な
く
対
応
し
た
い
。

　

中
山　

武
蔵
小
金
井
駅
周
辺
整
備

と
東
小
金
井
区
画
整
理
の
平
成　

年
２４

度
の
計
画
の
方
針
と
進
捗
目
標
は
。

　

市
長　

都
市
計
画
事
業
内
容
を
進

め
、
地
権
者
の
合
意
形
成
、
地
域
の

意
見
の
状
況
を
見
な
が
ら
支
援
し
て

ゆ
く
。

　

遠
藤　

虚
「
子
ど
も
元
気
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
創
設
と
あ
る
。
保
育
環

境
を
整
え
て
い
く
た
め
、
保
護
者
に

よ
る
、
保
育
園
で
の
一
日
保
育
士
体

験
を
保
育
計
画
に
取
り
入
れ
な
い
か
。

許
健
康
を
維
持
し
医
療
費
を
削
減
す

る
た
め
、
マ
ク
ガ
バ
ン
レ
ポ
ー
ト
を

参
考
に
食
意
識
の
啓
発
を
し
な
い
か
。

　

市
長　

虚
実
際
の
事
業
内
容
等
を

研
究
し
、
実
現
の
方
向
で
い
き
た
い
。

許
食
育
を
含
め
、
市
民
の
健
康
づ
く

自

由

民

主

党

小
金
井
市
議
団

り
対
策
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

　

露
口　

中
央
線
高
架
下
利
用
の　
１５

％
や
駐
輪
場
、
市
政
セ
ン
タ
ー
な
ど

４
千　

釈
は
決
ま
っ
て
い
る
、
中
央

８００

ラ
イ
ン
モ
ー
ル
構
想
で
の
店
舗
等
の

附
置
義
務
駐
輪
場
や
東
小
金
井
駅
西

口
改
札
。
設
置
問
題
が
暗
礁
に
乗
り

上
げ
て
い
る
こ
と
で
、
Ｊ
Ｒ
と
の
高

架
下
利
用
の
具
現
化
が
遅
れ
て
い
る
。

　

市
長　

Ｊ
Ｒ
へ
附
置
義
務
駐
輪
場

設
置
を
求
め
る
、
平
成　

年
度
は
西

２４

口
改
札
口
問
題
の
解
決
に
努
め
、
高

架
下
駐
輪
場
計
画
を
進
め
る
。

　

中
根　

小
金
井
市
の
高
齢
化
率
は

平
成　

年
は　
・
７
％
、　

年
は　
・

１９

１７

２３

１８

６
％
で
平
成　

年
に
は　

・
１
％
と

２６

２０

推
計
さ
れ
る
。
災
害
時
に
備
え
て
契

要
援
護
者
名
簿
搭
載
者
数
は
。
形
貫

井
南
町
東
自
治
会
と
災
害
時
要
援
護

者
個
別
支
援
プ
ラ
ン
な
ど
に
関
す
る

協
定
を
結
ん
だ
が
そ
の
内
容
と
今
後

の
方
針
は
。

　

市
長　

契
高
齢
者
が
３
千　

人
、

３５０

障
が
い
者
は
千　

人
で
す
。
形
市
は

３５０

地
域
に
名
簿
、
支
援
プ
ラ
ン
を
提
供

し
、
地
域
は
情
報
管
理
に
万
全
の
注

意
を
払
う
。
市
全
体
に
広
げ
た
い
。

 　

板
倉　

虚
市
長
は
消
費
税
の
増
税

に
き
っ
ぱ
り
反
対
し
、
政
府
に
撤
回

を
求
め
る
べ
き
。
許
市
長
は
、
国
保

税
と
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
増
税
を
行
え
ば
、
市

民
の
暮
ら
し
は
立
ち
行
か
な
く
な
る
。

負
担
増
は
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

虚
消
費
税
の
引
き
上
げ
は
、

や
む
を
え
な
い
。
許
持
続
可
能
な
制

度
と
し
て
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、

負
担
能
力
に
応
じ
て
負
担
を
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

森
戸　

虚
新
ご
み
処
理
施
設
建
設

に
つ
い
て
、
二
枚
橋
焼
却
場
跡
地
は

か
ね
て
か
ら
建
設
不
可
能
と
指
摘
し

て
き
た
。
国
分
寺
市
に
対
し
て
誠
実

に
対
応
し
、
一
部
事
務
組
合
へ
の
加

入
に
向
け
、
方
針
を
転
換
す
べ
き
で

あ
る
。
許
生
ご
み
を
市
内
で
分
別
・

減
量
し
な
い
か
。

　

市
長　

虚
一
部
事
務
組
合
の
加
入

に
つ
い
て
現
時
点
で
言
え
る
立
場
で

は
な
い
。
許
国
分
寺
市
に
丁
重
に
お

詫
び
す
る
。

日

本

共

産

党

小
金
井
市
議
団

　

関
根　

放
射
能
の
測
定
と
結
果
の

公
表
を
更
に
進
め
よ
。
虚
上
之
原
会

館
の
測
定
器
は
新
た
な
も
の
を
購
入

す
べ
き
。
許
小
中
学
校
の
測
定
と
除

染
は
評
価
す
る
が
、
保
育
園
も
行
え
。

距
防
災
無
線
を
電
話
で
聞
け
る
よ
う

に
す
る
な
ど
、
防
災
対
策
の
充
実
を
。

　

市
長　

虚
測
定
器
は
今
の
も
の
を

丁
寧
に
使
っ
て
ほ
し
い
。
許
保
育
園

の
測
定
と
除
染
は
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。
距
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

水
上　

市
長
は
「
危
機
的
な
財
源

不
足
」
の
中
、「
更
な
る
行
財
政
改

革
」
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
が
、

大
型
開
発
優
先
の
市
政
が
財
源
不
足

を
招
き
、
結
局
そ
の
ツ
ケ
が
第
３
次

行
革
の
負
担
増
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
切

り
下
げ
な
ど
、
市
民
犠
牲
と
な
る
。

市
民
生
活
第
一
の
市
政
に
転
換
す
べ

き
で
あ
る
。

　

市
長　

き
ち
ん
と
し
た
ま
ち
を
作

っ
て
い
く
、
第
３
次
行
革
を
進
め
て

い
く
。

 　

篠
原　

現
在
の
市
の
財
政
状
況
を

考
え
れ
ば
、
財
政
非
常
事
態
宣
言
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
現
在
臨
時
財

政
対
策
債
等
を
除
い
た
経
常
収
支
比

率
は　

％
に
達
し
て
お
り
臨
対
債
残

１０４

高　

億
円
を
超
過
し
た
深
刻
さ
を
広

１００
く
市
民
に
知
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

財
政
調
整
基
金
は
来
年
で
残
額
が
無

く
な
り
予
算
が
組
め
な
く
な
る
事
態

が
予
想
さ
れ
る
。
今
後
庁
舎
建
設
や

駅
周
辺
整
備
は
市
資
産
処
分
や
民
間

資
金
の
活
用
等
で
税
金
投
入
を
抑
制

す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

現
状
を
市
民
に
知
ら
せ
る
。

改

革

連

合

平
成　

年
度
施
政
方
針
に
対
す
る

２４

各
会
派
の
質
疑
（
日
曜
議
会
）
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